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　　Four new K-Ar dating data were obtained on the Cretaceous granitic rocks from North

Kyushu. Judging from the data together with geologic field relations and petrographic features，

the granitic rocks of the northern part of Fukuoka Prefecture are divided into two groups, older

（〉100 Ma）and younger （<100 Ma）.The former seems to have been intruded in association with

the volcanism in Cretaceous Kanmon Group which is broadly distributed in the Kanmon and

North Kyushu areas， whereas the latter group consists of two types， biotite granites and

granodiorites.　The biotite granites（Kaho and Masaki granites）are correlative to the

Hiroshima granites of the Chugoku district in age as well as in pertrographic characters. 0n

the other hand， the granodiorites are somewhat older in age than the biotite granites， and no

corresponding equivalents can be found in the Chugoku district.

Ｉ

はじめに

　よく犯]られているように，北九州地域には花圈岩類の広い分布がある。これらの花園岩類の大部

分が白亜紀形成のものであることは，放射年代値や含有ジルコンの群色などより推定され，細かい

時代区分が行われている(富田ほか｡1957 : 唐木田ほか，1962 : 唐木田，1984)。しかし，これらの

放射年代値には。精度のあまり高くない占い測定値もあるため，岩型相互。岩体柑互の時代関係を

明らかにするためには，より精度の高い新しい測定値が必要とされている。とくに，関門層群・ハ

幡暦などの白亜紀地lliり群との新旧関係を知るためには，直接する露頭に乏しいためこれらのデータ

は重要である。なお。北九州の花園岩類は中国地方の白亜紀花岡岩類とは化学組成の変化傾向を異

にしており(高橋，1982)，異なったマグマ系列に属する可能性もある。この点から，中国地方西部

の花岡岩類との時代・化学組成の対比が必要とされる。

　以上の観点から，筆者は最近北九州の２，３の花園岩類について，黒雲母のＫ-Ａｒ年代値を測定し

た。また，測定に用いた岩石のうち，小倉南方の尺岳周辺の花圈岩類は関門層群に密接に伴う産状

を示すことから，鉱物組成・化学紺成についても検討をこころみた。
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II.測定に用いた花園岩類の地質関係と岩石記載

　今回検討した花岡岩類は、遠賀川一彦山川以北に分布するものの中から選択された。この地域に

分布する花園岩類は、岩相・含有ジルコンの群色などから、平尾・勝山一朝倉・真崎・鞍手・嘉穂

の諸岩咄こ区分されていた（富HIほか、1957 ；唐木田ほか、1962）が、最近、唐木田（1984）は化

学組成、とくにSr量（｡唐木田、1984）および帯磁率（石原ほか、1979）の岩体差などから、上記の

岩型区分を改め、香春町～北九州市ハ幡間に分布する花園岩類に封し、香春花園岩の名称を与え、

さらに田川郡束南端に分布する中粒の花園岩類に添田花園岩、田川郡池須原域から京都郡犀川誠に

かけて点在する細粒の花詞岩類に池須原花園岩の名称を与えた。これらのうち添田花岡岩は村上・

藤本（1957）による落合花闘父丿緑岩に、油須原花園岩は細粒黒雲母花園岩にほぽ相当する。しかし、

村上・藤本（1957）は添田花|肖岩とされた岩体のうち、京都郡伊良原以東に分布するものを伊良原

花i岨Ⅲ齢I卜として区別した。これは伊良原花園閃緑岩に接する田J11変成岩類がｰ一般に熱変成度が高

く、含珪線石・紅柱石片麻状ホルンフェルス、角閃石縞状片麻状岩などに変わっている部分が認め

られ、花園閃緑岩中に塩基性捕獲岩が多く含まれるためである。

　唐木田（1984）による上記の岩型のうちで、平尾・朝倉・鞍手・香春・添田の各岩型は主として

花園閃緑岩～トーナル岩よりなり、ニのうちで朝倉型に流状構造の発達する点を除き他はほとんど

塊状である。これに封し、勝山・良崎・嘉穂・池須原の各岩型は池須原型を除き、中～粗粒・塊状

の黒雲は花山岩より主としてなり、ペグマタイト・アプライトを伴うことが多い、池須原花園岩は

既述のように細粒・塊状の黒雲は花園岩である。

　岩型相互の関係については直接接する露頭が必ずしも多くないこと、および、放射年代に大きい

差の認められないことなどから、古い方より、①朝倉、②添田・平尾・香春･鞍手、③真崎･勝山・

嘉穂、④池原京、の貫入順序が推定されるのみで、添田・平尾・香春･鞍手間、および真崎･勝山・

嘉穂間の新|ll関係は明らかにされていない。また、野外で接触関係の認められない朝倉型と平尾・

香春・鞍手聖の関係についても再検討の必要が考えられる。

　今回はこれらの岩型のうちで、平尾花園閃緑岩（福岡県京都郡刈田）、朝倉花園閃緑岩（福岡県田

川郡赤村山浦）、嘉穂花園岩（福岡県田川郡赤池町上野）、香春花園閃緑岩（福岡県直方市尺岳jの

4･岩型（Fig.nについて含有黒雲母のＫ-Ａｒ年代値を測定した。以下これらの花園岩類について

産状・岩石学的性状の概略を記す。

１．平尾花圈閃緑岩

　　北九州市小倉東南部から福岡県刈田町～勝山町にかけて分布し、東西5km・南北10kmの規模を

　有する。小倉南区長野～平尾台地域および刈田町小波測地誠において田川変成岩類、非変成古生

　辱（石灰岩相・非石灰岩相）を貫き顕著な熱変成を与えている。とくに平尾台地域の石灰岩層に

　たいしては、これをすべて再結晶により糖晶状化し、珪灰石･灰鸞ざくろ石･甲｡斜輝石･桃廉石･

　ペスブ石などよりなるスカルン帯を形成している。このように熱変成作用の著｡しいのは花肖閃緑

　岩体の形態に関係しており、刈田町の石灰石採石場では、ほぼ水平に近い接触面をもった厚い板

　状形態の花園閃緑岩体が確認されている。

　平尾花肖閃緑岩は中粒・塊状一等粒状の岩石で、角閃石（7 －11％）・黒雲母（5 －12％）一軒

長石（41－47％）・カリ長石（9－14％い石英（25－30％）を主成分鉱物として含む。カり長石

は局部的に徴軒カリ長石組織を示すものが認められる以外は正長石質である。全岩化学組成（村

上・今岡、1986）て’は、Si02　63.1～67.1、A120、15.2～16.2、FeO十Fe､03　3.8～5.5、Mgo

l.4～2.9、Ca0 3.8～5.0、Na20 2.6～3.2、K20 2.2～3.2％、の範囲で、鉱物組成と共に化学
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Fig.1.Distribution of graniticrocks　jotted parts)in Northeast Kyushu.

　　　　　Numbers represent the sampling localitiesfor is()topicdating.
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組成も全岩体にわたり比較的に均質といえる。Fe203/FeO比は0.2～0.7の範囲で、日本の花園岩

の平均値（Aramaki d �｡､1972）よりもやや高い値を示すものもあるが、低い値のものが大部分

である。K20/Na20比は0.5～1.2程度で、中国地方の広島・領家花圈岩類に比較される。帯磁率

は一一部（400～500×10-6emu/g）を除いて30～90×10-6emu/gの低い値を示し、大部分lshjhara

　（1977）によるilmenite seriesに属することから、酸素分圧の低い条件下の生成と考えられる。

勝山花園岩に貫かれる。上記のように、スカルン鉱物として灰偉ざくろ石・桃廉石を楽し、緑廉

石・灰鉄ざくろ石のようにFe･3の多い鉱物を欠くのも、この酸案分圧の低いことに関係している

と考えられる（Sat0､1982）。

２．朝倉花圈閃緑岩

　　即||郡赤村油須原地域において吉崎花岡岩･泊須原花岡岩に囲まれて分布する。特徴的にN60･

　～80°E走向の葉現構造を示すが、岩体の周縁部では真崎・油須原両花岡岩の影響で薬理構造を失

　うと共に粒度を減ヒ、次第に花肖岩質の組成に変化してゆく。構成岩は卜一ナル岩質の組成で、

　角閃石（15－17％）・黒雲母（18－20％）･斜長石（45－53％）・石英（12一18％jを主成分として

　少量のカリ長石（１－４％）を伴う。角閃石・黒雲母がポイキリティック組織を示す特徴を有し、

　角閃石結晶の中心部に単斜輝石を含むことがある。チタン石･褐廉石を比較的に多く伴う（村上･

　藤本｡1957）。全岩化学組成では、Si02 56.6～58.8、AI203 17.4～18.1、FeO十Fe203 5.1～5.9、

　Mg0 3.3～3.4、 Ca0 6.0～6.5、Na20 3.5、K20 1.7～2.3％、で平尾花岡閃緑岩に比べSi02に

　乏しく、A1203 ・FeO十Fe203 ・MgO ・CaO に富む。帯磁串は71～303×10-6emu/gで、すべて

　magnetite series（lshihara､1977）に属する。K20/Na20比は0.5～0.6で他の花肖岩型に比べ低

　い。岩体中には細粒の閃緑岩質捕獲岩が多い。なお、朝倉花岡閃緑岩は福岡県朝倉郡地域に広い

　分布を示すが、油須原地域のものに比べ薬理構造が著しく弱く、認められない場合もある。

３．嘉穂花商岩

　　㈲||郡上野地域において古生Ｍの変斑栃岩を貫き挟少な分布を示すが、|司型の花肖岩は西部の

　嘉穂郡地域に広く分布する。上野地域の嘉穂花岡岩は粗粒・優白質でほぼ等粒状の黒雲母花岡岩

　よりなる。ペグマタイト脈・アプライト脈を伴うことが多く、ペグマタイト中の輝水鉛鉱が採掘

　されたことがある。径10～50cm大の中粒花園閃緑岩質捕獲岩がしばしば多く含まれる。構成鉱物

　は黒雲母（１－２％）・斜長石（36－39％）・カリ長石（31－37％）・石英（27－30％）を主と

　する。全岩化学組成はSi0､73.9～75.9、AI､03 14.0～14.4、FeO十Fe209 1.6～1.8、Mgo

　0.1～0.5、Ca0 0.7～1.8、Na20 3.6～4.1、K20 3.0～4.2％で、帯磁率は28～173×10-6emu/g

　の比較的低い値を示す。

４．香春花商閃緑岩

　　記述のように、香春花II朝閃縁岩は富田ほか（1957い唐木田ほか（1962）によって平尾花岡岩と

　総称されていた花肖閃緑岩質岩体のうち、Sr量に富み、帯磁率の高い岩体を区別して名付けられ

　た。香春花園閃軸岩は小倉―田川断層以西に分布するが、乍新山地区に分有するものと以北に分

　布するものとは、構成する岩石の性状にかなりの差がある。すなjっち、牛斬山地区の岩体は中粒

　でほぼ等粒状の花岡閃緑岩より主としてなり、岩体中にはしばしば明瞭な流理構造（T4そとして線

　構造）が発達する。壁岩の石灰岩との間には顕著な接触変成帯が形成されている。またよ岩体の

　中央部で含有カり長石の三斜度が著しく高い、などの特徴をも有する（村上・今岡、1986　中の

　佐々木　浩の記載八二れに対し、牛斬山以北に分布する岩体は一般に規模が小さく、構成岩石は
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Fig.2.Qz-PI-Kf triangular diagram for

　　　　　　modal compositions of Kawara

　　　　　　Granites（excepting　ushikiri-

　　　　　　yama mass）and Kaho Granites

　　　　　　　（Agano area）.

　　　　　　SOlid circ】es: Kawara Gr.，0pen

　　　　　　circles: Kaho Gr.

pl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lf

塊状で流状構造を欠き、全体として塩基性岩に富む。やや斑状の組織を呈することが多く、牛斬

山岩体の構成岩に比べ浅成の性状を示す。岩体の中には石英閃緑岩質岩石のみよりなるもの（菅

生・畑・七電ノ滝岩体など）もあるが、尺岳岩体のように石英閃緑岩質岩石から花JI詞閃緑岩質岩

石にわたる複成岩体を構成するものもある。石英閃緑岩質岩石には角閃石・黒雲母のほかに斜方

輝石・単斜輝石が含まれる。しかし、含有カリ長石はすべて正長石質で徴斜カリ長石質のものは

認められない｡帯磁率は40～50×10-6emu/gに達するものもあるが､大部分は70～530×10-6emu/

gの高い値を示し、700～1000×10-6emu/gに連するものも存在する。この点は牛新山岩体（村上･

今岡、1986）と大差がない。

　年代測定に用いた尺岳岩体は花園閃緑岩質岩石を主とする西部岩体と、石英閃緑岩質岩石を圭

　とする東部岩体とに区別される。両岩体は連続し、接触部では西部岩体を構成する花岡閃緑岩の

　中に東部岩体を構成する石英閃緑岩塊が大小の岩片として捕獲され、両者の混成により漸移的岩

　相を示す部分も認められる。このような露頭面の観察では西部岩体の方が後期の貫入のように思

　われるが、同時期に貫入した可能性もあり、今後の検討を要する。西部岩体の構成岩は角閃石（３

　－７％）・黒雲母（5－12％･）・斜長石（44－62％いカリ長石（6 －14％）・石英（･17－35％）の組

　成であるのに対し、東部岩体の構成岩は輝石（主として斜方輝石バ2 －22％･）･角閃石（1－20％）・

　黒雲母（3 －16％）・斜長石（43－66％）カリ長石（１－７％）・石英（3 －20％）の組成で、両

　岩体間の構成岩石の差は明瞭である。全岩化学組成の上では、西部岩体はSi02 63.7～67.3、A12

　0315.0～16.7、FeO十Fe203 2.5～4.9、Mg0 2.4～2.8、Ca0 3.9～4.8、Na203.3～4.1、K20

　1.3～2.9％であるのに対し、東部岩体は、Si02 57.2～60.0、A1203 15.1～15.7、FeO十Fe203

　5.3～6.8、Mg0 4.3～4.8、Ca0 4.3～6.3、Mg20 2.8～3.3、K20 2.5～2.9％の組成を示し、両

　岩体の間に大きい差のあることを物語っている。

　Fig. 2に嘉穂花園岩（上野岩体）と香春花園岩（尺岳・菅生・畑・七重ノ滝岩体）のモード比

　（Qz一PI－Kf）を示す、また、平尾･朝倉（油須原地域|･嘉穂（上野地域い香春（尺岳西斜面）

の各花園岩体のうちで代瓦的岩石の化学分析値をTable lに示す。

ｍ．放射年代値

　新しく測定された放射年代値をTab】e2に示す。測定はTeledyne lsotopes社において行われ

た。試料は，平尾（刈田地域）一朝貪（油耶京地域）・香春（尺岳西斜面）･嘉穂（上野地域）の各

花園岩より分離された黒雲母である。これらの黒雲母はいずれも新鮮で緑泥石化をほとんどうけて

いないので，得られた年代値の信頼度はかなり高いものと思われる。
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Table 1.Chemical composition of Cretaceous granitesfrom Northeast

　　　　　　Kyushu.

ＮＯ．

ＳｉＯ２

ＴｉＯ２

Ａ-１００　Ｔ-１０９　５０１０３　７２６０２

５８．２５　６３．９３　６５．６５　７３．８７
１

Ａ１２０３　１７

Ｆｅ２０３

Ｆｅｏ

Ｍｎｏ

Ｍ９０

Ｃａｏ

Ｎａ２０

Ｋ２０

Ｐ２０

Ｈ２０（＋）

Ｈ２０（－）

-

　Ｔ．

A100

50103

Ａｓａｋｕｒａ Ｇｒ

Ｋａｗａｒａ Ｇｒ．

１１

４３

１．６０

４．３３

０．１３

３．３８

６．０２

３．５６

２．２５

０．１３

１．７３

０．０２

　０

１６

　２

　２

０
２
４
３
２
０
１
０

６４

０７

５４

７２

１０

１５

２６

３９

９０

１３

０１

６４

　０．

１４．

　１．

　２．

　０．

　２．

３

３

つ
｀
０
１
０

５０

９９

０２

６１

０７

３５

８７

８１

８０

１４

０１

７９

　０

１４

　０

　１

　０

　０

１
４
２
０
０
０

２１

３７

７３

０７

０８

５３

８４

１１

９７

０７

３８

２８

９９．９４　１００．４８　９９．６１　１００．５１

Ａｎａｌｙｓｔ．Ａ－１００ｚ　Ｎ．Ｍｕｒａｋａｍｉ，

　Ｔ－１０９ｚ　ｙ．Ｔａｋａｓｈｉｎａ，５０１０３

　＆　７２６０２：　Ｎ．Ｗａｋａｂａｙａｓｈｉ．

（Yusubura area）.T-109 : Hirao Gr.

（Shaku-dake area（72602 : Kaho Gr.

(Kanda area)

(Agano area)

Table 2.New isotopic dating data on the Cretaceous granites from Northeast Kyushu.
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IV.討論と結論

　北九州地域の白亜紀花岡岩類の年代値は1970年に野沢（｡1970）により総括され、これ以後には本

研究地誠に関しては、筆者らによるものを除くと新しいデータはほとんど得られていない。さて、

この総括の中には異なった測定法による既存のすべての年代値が含まれ､69～123Maの値が記載さ

れている。これらのうち、本研究地域に関するものについてみると、平尾花園岩については94Maの

位が記されており、筆者により得られた新しい年代位と大差がない。平随花岡岩より新しいとされ

る真崎花園岩については92～111Maの値があるが､そのうち２個はペグマタイトより産出するピッ

チブレンドについてのU－Pb年代で、測定値も古いことから信頼度が高いとは考えられない。一

方､朝倉花岡岩については二日市産の岩石中の黒雲母について86Maの値が得られているが､この値

は野外の地質関係および岩相上から信頼度はあまり高くないと考えられているようで、唐木田

　（1984）はこの年代値によらず朝倉花園岩を北九州地域における古期花岡岩系の中に含めている。

なお、本論文中にある泊須原地域の朝倉花園岩についての測定値は求められていない。また、嘉穂

花i湖岩については本調査地域の西方にあたる嘉穂郡庄内町産花園岩について、94Maの黒雲母のＫ

－Ａｒ年代値が得られている。一力’、香春花岡岩については、北九州市若松及びハ幡産花園閃緑岩に

ついて、それぞれ89Maおよび92MaのＫ－Ａｒ年代値が得られている。この値は筆者（村上、1985）

によるｔ新山花詞閃緑岩のＫ－Ａｒ年代値（113Ma）よりも相当に=若い。

　さて、今回筆者が求めた４試料のＫ－Ａｒ年代値のうち、平尾花園岩の91.7Maと嘉穂花園岩の

90.3Maについては従来得られているＫ－Ａｒ年代値と大差がなく、･-一一1､訓’i’l頼できる値と考えられ

る。

　朝倉花園岩の95.2Maの年代値については、この花岡岩が真崎一泊須原花薩岩に貫かれ、岩相11、

平尾・添田花岡岩よりも古いと考えられていること（唐木田、1984）から、一応問題の少ない値と

いえよう。しかし、泊須原地域の朝倉花園岩体は真崎花園岩体に囲まれる小岩体（村上･藤本、1957）

で､後者による熱の影響も無視できないことから、今後95.2Maより古い年代値の求められる可能性

も考えられる。

　尺岳地域の香存花園岩体のＫ一Ar年代値106.3Maは牛新山花園岩体のＫ一Ar年代値113Ma（村

上、1985）に次ぐ古い値である。既述のように、この花園岩体の構成岩類は一般に斑状組織を有す

る浅い岩相を示し、朝倉・平尾花岡岩類の岩相とは異なる。この尺岳から関門にわたる地域は関門

層群・八幡層の分布地域でレ西中国地域において検討された（村JI・今岡、1896）ように、これら

の火山岩層の堆積期にrt入した関連火成岩である可能性も･ぞえられる／下関市政関門層群の火山岩

のフィッション・トラヽ、ク年代値が115.4Maで、北九州市八幡測火山岩のフィッション・トラック

年代値が86.4Maであることを併せ考えると、尺陪産花II刹閃緑岩の年代値は関門削群に関連した火

成活動の年代を示している可能性が大きい。ﾃﾞータの信頼度も含め、今後さらに検討を続けてゆく

つもりである｡

　Fig.3に筆者らにより得られた放射年代値のうち、北九州及び下関地域の火成岩類に関するもの

を括めて示す。図に示すとおり、年代値は100Maより小さいものと大きいものとに２分される。小

さいもののうち嘉穂花園岩は岩相の類似から西中国地域の広島花園岩の連続と見なしうる。朝政・

平尾花岡岩については、年代値には大差はないが、岩相・岩石学的性質の上からは、西中国地域に

対比しうる花田岩体を見出だしえない。100Maより大きい花園岩類については、既述のように関門

削群の火成活動と関連するl･f能性が今後の必要な問題として指摘される。
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Fig.3.New isotopic dating data of Cretaceous plutonic and volcanic rocks

　　　　from Northeast Kyushu and westemmost side of Chugoku.
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